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宮 川 朝 子
聖書 の話 をわか りやすい劇に して示す ことに よって,聖 書 の話 を民衆 に
伝 えるとい うこ とが・MysteyPlaysの最初の 目的であ り,従 ってその存
在理 由で もあ る訳 で・ これ はすべ てのcycleにわた る当然 の枠 組であ る
。
けれど も・ 各cycleは・ 聖書の話に関 して独 自の解釈に従 った特徴あ る
d・am・を描 き・ その結果 ・:.一い に異 な。たdram・がで きあカ・るこ と
となった。
TheSlaughter・fthelnn・centsはその一つの例 であ る
。 マ弼 伝 亘
16-18をもとに して・各cycleが様 々な思想や感情 を夫 々のHerod像に
投影 させて・独 自のdramaを 作 りあげてい るのであ る。
Herodは或 る意味では最 も人 間的な人 間 であ り,こ の王 の姿 を通 して
中世 の人問観 の一端 で も探 るこ とができれば,と い うのがこの小 論の願い
であ る。 ここでは・MysteryPlaysの中で最 も重要 と思 われ る4つ のグ
・レげ ・・h・Ch・・terP1・y・1,Th・C・・…yP1。zys,Th。Y。,kP1、3ys,
る
TheTowneleyPlaysを 対 照 と す る。
1.TheChesterPlaysのHerod
予言者から,将来その国の王となるべ き人が誕 生 した と知 ら さ れ,
Herodは怒 りと不安で我慢ができない。 その赤児を直ちに探 し出し,捕
えて来 るように一度は命 じるが,ど れがその子どもであるのかわからない
ことに気付 くと,断 固,す べての幼児を殺 してしまうように兵士達に命 じ
る。命令に従 って,兵 士達は無差別に全部の幼児を殺す。母親達の激 しい
怒 りと嘆 きの号泣がきこえる。だが,或 る女が抱いていた赤児を兵士が殺
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す と,と た ん にその女 は大声で,一:.前 が殺 したの は自分の子 ど もで なく
て,実 はHerod王 の息子 だったのだ・ 従 ってお前 は謀反者 だと兵士 に向
って叫ぶ。
こ うして息子 を殺 されて,Her・dは 始 めて王 としてではな く・ 一人の
燗 として の悲 しみ を知 る.嘆 きの余 り・ 逐1こ彼 は死1こ・d・vliによ・
て,肌 た 罪 の罰 を受 け る.A・g・1が 現れ・ キ リ・ ・の鱒 を祝 ・て
dramaは終 る。以上 が荒筋 であ る。
Herodの息子殺害 とそれに続 くHerod自身 の死 とい う話 の設定 はむ ろ
ん,聖 書 に はない もの である。 これ につい ては,H.Craigも伝 統的に非う
常 に 。。。,u・1なことであ ると認めてL・る・明 らかに儲 は講 的にP1°t
を作 咄 して,d・am・ の轍 を意図 した ことカミ灘 取 られ る・ 即 ち・
dramaとしてのplotの展 開が見 られるのである。
これ1、よ ってd・am・全 体及 びHer・dの 性格・ 或い は兵士 の非情 さ・
叉,母 縫 の嘆 きに統 一的臆 嚇 与 えられ るこ ととな・た・ し か も・
Herodの悲 しみ と死 とは,罪 と罰 のテーマ,ま た その後に起 るキ リス ト
の賛歌 とい う,MysteryPlaysの持つ正当的役割 を果 し終 えている。 こ
れ を以下に分析 したい。










微 達の悲しみと怒 りの激 しさをま・主として二つ噫 味を持・ている・
8.0
第一は・Her・d啾 し・・黼 ・対比できる麟 の強 さを微 歡 持
たせ
ることによ・て・鰍 上の均衡を保・ていると・・う点で あ る
。第 二 は,
He「°dのmに 真向から反対することで・歛 その非齬 らせる姪 る,
劇的な翻 への細 を作・ている・… う点である.即 ち,mに と。て
は・微 達の号醜 轗 を呼ぶものであ り,そ れ蝋 しければそれだけ,
御 こな・てのHer・dの囎 と後悔を自然な …ce・sとして蜘 る
ことカミ
できるのである。
そして・子供 轍 されて泣 姆 耡 怒 り轗 しみが深 く激 し・・ことで,
He「°dや兵士達への一働 攤 を繍 ま麟 隙 確 む
に至 る.こ うし













全幼児灘 を齢 する… 部下の齬 なしに,全 く醗 噫 志で断固とし
て決断 し・ 鈴 して・・る所は他の ・ycl・のHer・dと黜
。た点である.
他のcycleのH…d臆 志弱 §いか・才智・・ないか,或 ・・は家来の勸
舫 がより強いかで嫁 来の進言によ・て行動している。 しか し,ここで
のHe「°dは非常瞰 しい騰 蝣 ・て・・て,自 ら劬 ・・自信 蝣 。た,
勇まし旺 として描かれている・叉・勧 への強い罐 に貫かれて,彼は
激 しく闘志を燃やす。
この世には自分の敵に価するものは何 もな・・のだとばかり賑 舞 。た王
は・やがて我が子を殺 されて・鋤 て人の世蟋 しみを知 る
.悲 しみは悲
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痛 その もの であ り,先 に,彼 自身の命令 で赤児 を殺害 された母親 の嘆 き と
優 るとも劣 らない。息 子は他 ならぬ王 であ る自分の息子 だった。絹物 を着
せ,金 銀 を身 につけ させて,衣 服から だけ で も王の息子 とわ かった筈 なの
に と嘆 く。 その息子 が殺 された となる と.Herodに は もう生 きて行 く力
が残 らない 。彼 はここで全 く,王 としての地位 を捨てて裸の人間 と して,









その哀 れ さはむ しろ共感 を呼ぶ。Herodは 子 ど もを殺 されて始めて,
王 としてで はな く,一 人 の人 間 としての立 場 を問われ るのであ る。 ここに
至 って,彼 は子 ど もを殺 された親 の悲 しみ を他 の親達の上に も見 ることが
で き,自 分 の行為 の非を悟 る。そ して彼は悔い改め,死 によって罪に対す
る罰 を受 けるのであ る。
最初,予 言者 から キ リス トの出現 を知 らされ た時,Herodは 激 し く怒
って 自らすべての幼 児の殺 害 を決意 し,それを直ちに兵 士達に実行 させた,
それ と同 じ激 しさ と一徹 さが,A度 は悲 しみと悔い改 めに作用す る。つ ま
り,こ の深 い悲 しみ と後 悔 とは,か つ ての彼の勢いの良 い勇ま しさ,強 く
あ ることの 自信 や誇 りを前提 としてこそ,生 き生 き とした迫真性 を持 って
来 るのだが,そ の意 味で,こ のHerodの 性格 は,drama全 体か ら見た
場合,有 機 的な統 一性 を もって描 かれ てい る といえよ う。
また,王 の悔 い改 め とその死 によ って,ThechesterPlaysの目的 と して
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い る もの もは っき りして来 る。即 ち,悪 の行 いに対 す る神の正 しい 裁 き と
い うテーマである。:`
一般 にMysteryPlaysの中で もTheChesterPlaysはひ とき わす ぐ
れ てい ると評価 され るが,この作 品に関す る限 り,その評価 も当を得 てLる
であろ う。 その第一の理 由は,plotの展 開に見 るこ とができ る。 聖 書の
精神 をこの作 品はよ く伝 え得 てい るが,そ れは単に聖書 の引 き写 しに終 っ
てい るので はな くて,dramaと してのplotが重視 され,そ のため,話
の筋 とい ういわば表面的 な問題に 関 しては,い ったん聖書 か ら離 れ,そ の
こ とに よって,実 は却 って,聖 書の精神 を生 か しているのである。 次 に触
れ るTheCoventryPlaysやTheYorkPlaysの作品 と比較 すれば,
一層明 らかにな るであろ う。
第二。Herodの怒 り,母 親の嘆 き,Herodの嘆き等 々,夫 々の場面 は
迫真的 であ り,観 衆 の深 い共感 を呼 ぶ。神 の教え とい う枠 を超 えて,人 間
的共感 を呼ぶ のである。
む ろん,こ の ようなHerodの 性格 を全 く現代 的な視点 でのみ どらえる
こ とは当を得 ない。即 ち,Herodの勇敢 で強い性格 は,中 世 の数あ る物
語中の王 の一、典型 であ り,彼 がその誇 り高い王 の位置 から一転 して不幸 の
どん底に落込 み,悲 劇的 な最後 で終 るとい う筋書 も,中 世的思想感情 のき
わめて普遍 的 なあらわれ と考 えられ る。王侯 の運命の有為転変 の姿 は既に
あ りふれたパ ターンで あ り,一 方,ひ とを裁 くとい うことの基本 的感情 と
して復讐心 が波打 って働いていたこ とも考慮 されなければな らない。む ろ
ん,そ の感情 は中世独特の正義 感で裏打 ち されてはいたのだが。更 に罪 と
罰 との境界線 がは っき りと引かれ,そ の結果,罪 をあばいて責 め立 て,平
然 として過酷 な罰を くだ し得 る とい う,一 面 の冷酷 さは,中 世人一般 の も
ので もあ った。
Herodがひ とたび罪 を犯 し,や がて"神 の裁 き"を 受 けてから は,彼
は もはや王 に して王 ではな く,不 幸 の うちに死ん で行 く姿 を見 て,お そら
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く観衆は神 の正 しさを祝 って,劇 中 のAngelと 共に喜んだ ζζ で あ ろ
う。Herodの最後があわれであれば,・それ だけ,観 衆 の拍手に も熱 が こ
もったこ とで あろ う。"神 の正 しさ"を 伝 えるにしても,こ の場合,・全 く
中世 的現実 感 を通 してのそれであ り,そ れ は,い わば徹底 した 現 実 主 義
に支 え られ てい ることが理解 され るの であ る。
F.M.Salterは 次 の よ うに 述 べ て い る が,こ の 言 葉 は 至 当 で あ る 。
Andthefirstthingweshalllearnisthatthereligionofthose　き
timeswasalivingthingwhichincludedalllife.
中世の人 々がた とえばBlackDeathのよ う一な絶対の脅威,抜 き差 しな
らない現 実 と向い合 って暮 し,そ うい う現実性 の中から,土 記 の よ う な
dramaが生 まれた ことは肯定 できるのであ る。TheChesterPlaysの作
者 達 はbasictruthsoflifeを描 き た が ゐ て い た ゐ だ ≧Salterは 続 け て
述べている。







予言者 の言葉 をきいてHerodは 怒 り,不 安 に悩ま される。 そ して彼 は
幼 児殺害 を思 い立 つ。 けれ ども,Herodの 怒 りに対 して兵士達 は全 く同
意を示 さない。Herodは脅迫に よって,こ れ を彼等に承諾 させ る。一一方・
Angelがあらわれて,JosephとMariaに キ リス トを連れてエ ジプ トへ
逃 げ るように命 じる。幼児殺害 後,Herodは キ リス トの逃亡 を知 り,怒
って彼 もその後 を追 ってエジ プ トへ と出発す る。 これが あらましであ る。
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部下 の兵士 達はHerodの 計画 をきいて,そ の実 行 を拒否 したが,そ の
拒否 も実際 はその場限 りに終 っていて,劇 全体 か ら見 て何 ら統 一的 な意味
は持た ない。Herodも 怒 りと嫉妬に狂 った王 とい う単 に典型 として描 か
れてい るだけ であ って,個 性的 な何か を うかが うこ とはできない。 兵士達
もHerodも単 な るstoryには参加 してい る ものの,Plotがな く,drama
全 体が有機 的に構 成 され てい るとは言い難 い。
また,Chesterでの場合 は,Ange1が,キリス トを連れたJosephとMaria
をエジ プ トへ 導 く場 面は省かれて,Herodの死後,JosephとMariaが
キ リス トの無事 を祝 ってAnge1の 祝福 を受 けた。 それ はHerodと い う
悪人 がその罪 と罰 によ り亡 びた後 の,真 に喜 ば しい キ リス トの出現 を一層
引立 てた。 ひ とたび聖 書の筋 書か ら離 れる ことに よって,却 って聖 書 の精
神 を生か すこ とが できた例 の一 つであ る。 これ と比 較 して,Coventryの
場合,マ タイ伝 皿13-15に忠実 に従 って筋 書を運 んでい るこ とは確 か なが
ら,単 なる聖書の 引写 しに終 って,作 品が却 って訴える力 を失 ってい ると
言 えない であろ うか。
む ろん,聖 書の精神 に触れ ている個 々の場面 はあって,それはた とえば,






こ れ はHerodの 怒 りに 対 して 兵 士 達 が 王 を 諌 め る 場 面 で あ る 。




しか し,こ れ も全体 的立場 から見 た場合,そ の効果 も位置 も全 く部分的
で小 さく,plotの上の有機 的意味 は持 ち得 ない。
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以 上 か ら ゴ こ れ は 明 ら か に ま だ 形 も 内 容 も 十 分 に は 整 わ な いprimitive
なdramaで あ る ど 評 せ ざ る を得 な い 。H .・Cr　igは 主 と し てmeterの
問 題 を 歴 史 的 に 考 察 し た 上 で 次 の よ う に 述 べ て い る が,内 容 の 上 か ら も そ











Coventryにお ける と同様・YorkのHerodは 余 り魅力的 とはいえな
いよ うで ある。
予言 に対す るHerodの 感情 はChesterのHerodの よ うな激 しい怒
りではな くて,漠 然 と訪れ て来 る不 安 とい う形 をとっていて,却 って不安
の深 さが 伝わ って来る。







や が て ・ や っ て 来 た 使 者 の.報告 に よ り,こ の 不 安 が 現 実 の こ と と し て 形







彼 は決 して勇 ましい王 では ないか らゴ予言に対す る反応 も勇ま しい もの
では ない。そ れが或いは却 って,極 く普通 の人間 としての心 のいたみ を巧
みに伝 えてい ると言 え るか も知 れない。 ㍉ 一F
他 のCycleでは,Herociの心の経緯 につ いては殆 ど重 点が置 かれ ては
い ないが,こ こではむ しろ,心 理劇 と名付 けるにふさわ しい程,Herod
の心 の不安 が よく語 られてい る。
彼 は会議 を開きT長 老 達の進言に よ り,兵 士達 を派遺 してすべ ての幼 児
の殺 害にあた らせ るこ とを決心す る。 彼 にはChesterのHerodのよ う
に兵士達に有無 を言 わせない で命令に従 わせ る力 もない し,Coventryの
Herodのように逆 う兵士達 を威 して従わせ る強 さ もない。 気弱 で狡 猾 な







狡猾 に立 ちまわる とい う点 では,更にはっき りと態度 で示 してい るの が,
後 で述べ るTowneleyのHerodである。・そ こでは・Herodは褒 賞 と
して与 えるべき品物 を具体的 に知 らせ,兵 士達 はそれを 目当てに彼の 為に
幼 児殺 害 を行 う。
ところで,TheTowneleyPlaysの多 くは最初 はTheYorkPlaysか
ら変化,発 展 して来 た も の で あ る。 従 って,TheChesterplaysや
TheCoventryPlaysにお けるの とは逮 ったHerod像がここに描かれて
い るこ と,そ してそのHerod像 はYorkに あ っては・未 だ・は らき りと
その個性 をあらわ してはいないが,TheTowneleyPlaysのHerodに
至 って,同 一類 型 として明確 な姿 をあらわ している,と い うことは注 目す
べき問題 を含 んでい る。
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こ うしIjは,決 していわゆ る王 ら しい王 では なか った。 け れ ど も,
drama全体 か ら見 れば,,それ を.一つの個性 として,それ を軸に してdrama
を完成 す る とい うこ とがな されず,Herodは キ リス トが逃亡 した ことを
知 って,そ そ くさとその後 を追 うことでdramaは 終 って しまってい る。
前述 の如 く,予 言 をきいた後 のHerodの 不 安の高 ま りは入念 に描かれ
てはい る。 しか し,こ の粗末 な結末 に対 してその入念 さは何 ら意 味を持た
ず,従 って 断片的 なstoryの並列に終 って しまった。同様 にジ気弱 な王の
性 格 も,も はや それ以上 は追 究 され ないのであ る。





と い う言 葉 に は 母 親 の 必 死 の 愛 情 が こ め ら れ て い て,悲 痛 な 心 情 が よ く







とい う母 親の言葉 によって,悲 しみ は償われ ている。兵士 の行 いが どの
よ うに残酷 であ り,母 親 の嘆 きが どの よ うに深 い ものであって も,こ こに
聖書の精神 が生 か された こ とになる。 しか しながら,全 体的立場か ら見れ
ば,こ の場 面 も,他 の場面 との有機 的 なつ なが りを持 たず,各 々がば らば
らな儘 に終 ってい ることは認 めねば ならない。
この作品は部 分的に は聖書 の語 るところを代弁 し,部 分的 にはHerod
の悪の性質 を示 してTheTowneleyPlaysのHerodの先触れ とな って
い ることが理解 され る。いずれの問題 も完成が試み られ ない儘,作 品はあ
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つけない結末 を迎 えてい るが,TheTownel　yPlaysへの過 度的 な作品
とい う意味 での考 察は与 えねばな らない であ ろ う。
4.TheTowneleyPlaysのHerod
予 言 者 の 言 葉 を き い て,Herodは 会 議 を 開 く。Consulsの 進 言 に よ
り,全 幼 児 殺 害 を 計 画 す る 。 そ の 実 行 に 当 っ て,Consuisに 金 銀 財 宝 の
褒 賞 を 出 す こ と を 条 件 と ナ る。 彼 自身 は 全 幼 児 殺 戮 を 思 い つ く程 の 才 智 も
勇 気 も持 っ て は い な い 。 し か し,手 下 の 者 達 に こ れ を す す め ら れ る と,た













こ うして,Herod自 身は権 力欲 が強い だけで才智 も力 もないが,富 と
権力 は持 って いて,そ れを操 るこ とを知 っている狡猾 な王 であるこ とが,
ここで暴 露 され る。彼 は長 い前 口上 で,自 分 がどんなに偉大 な王 であ るか
を大言壮語 で示 したが,実 は利 已的 で,冷 酷 で,計 算高い,一 人の ちっぽ
けな人間に過 ぎないこ とが逆説的に暴露 され る。
や がて殺戮 が行 われ始め ると,母 親達 は腕力 をふる って抵抗 する。そ こ
に はTheToweneleyPlays独特 のいつ もの喜劇調 さえ,か いま見るこ
とがで き る。 しか し,頼 まれた仕事 を果 して しま うと,兵 士 達 は直 ちに王
の 所に行 き,褒 賞 を くれるよ うに迫 る。 むろん,殺 された赤 児やその母親
の嘆 きに は 目もくれ ず,お 互 い,ど のよ うに徹底的 に殺害 をや り逐 げたか
を 自慢 し合 って,王 から得 るべ き褒賞 を より高価 な もの,よ り多い ものに
しようと して競 う。彼等に とうて は,そ れだけが関心の的 である。母親達








と こ ろ で,MysteryPlaysの 当 初 の 目 的 が,神 の 正 し さ を示 す こ と に
あ っ た と す れ ば,既 述 の よ うに,TheChesterPlaysのHerodは 自 ら
亡 び る こ と に よ っ て,そ の 目 的 を 果 し た が,TheTowneleyPlaysの
Herodに お い て は,そ の 目 的 は 等 閑 に 付 さ れ て い る と 考 え ざ る を得 な い 。
彼 は あ く ま で,権 力 欲 を 持 ち,現 実 の こ の 世 に 執 着 を 持 っ た 人 間 で あ っ て,











この作品は,む しろ,人 間の持 ってい る尽 きるこ とのない現世的欲 望,
た とえば,権 力や富への あこがれ といつた,或 る意味 では最 も人 間的 な本
質の一つ を描 こ う之 してい る といえ ようか6殺 された幼 児の霊 も,母 親達
の悲 しみ も逐 に救 われ ない ままに,Herodの繁栄ぶ りを示 してdramaは
終 っている。Chesterの.Herodのよ うに,彼 は決 して罰 を受け るこ とは
ない。また,殺害 を実行 した兵士 達 も,金銀財宝 を貰 って喜ぶ とい う,現実 的
結果 を得 るのみであ って,神 の裁 きなど受けは しないので ある。
キ リス トがAngelの 導 きに より,JosephとMariaに 連れ られ て,
エジプ トへ逃 れ,無 事 殺害 を免 れたとい うことす ら,全 く触れ られて はい
ないの である。
中世におい て,人 々がどんなに貪欲 に現実的欲望 を追い求 めたか,そ れ
はむ しろ,我 々の想像 をはるかに越 える程,激 しい ものだったに違い ないσ
多 くの災害,病 気,貧 困,搾 取 に脅 か されて,却 って彼等 の生 への執 着,
富 に対 する欲求 は強烈 な もの となったであろ う。"神 の正 しさ"も さ るこ
となが ら,そ のほ とば しるよ うな生命力 が現 世的衝動 をか き立 てたこ とで
あろ う。
　あ
Mysteryplaysが最 初に上演 されて以来,既 に久 しい時を経,劇 の制作
者 や上演者 もす っか り教会 を離 れて俗人 の手に移 った当時にあ って,こ う






とい うHerodの ラス ト・シーンでの言葉か らは,彼 の不敵 に笑 う顔や
姿 が彷彿 とす るよ うな,悪 に徹 した者 のす さま じい気迫 が描 かれ る。
むろん,権 力 を持 った者が絶対 者 として君 臨 し,権 力 をほ しい ままに し
て,悪 に徹 す るとい うテーマは,TheTowneleyPlaysにおいては,こ
9正
の作 品に限6た こ とではない。.℃oπ5が挧`∫oにおけ るPylate,:或いは
CoZψ毎軅び∫6'にお けるCayphasな`どに;そ の よ うな性格 を見 つけ るこ と
ぷできる:0また,権力者 ではないが,現世的欲 望に徹しで生 きるとい う点で
は,'ニハ4ao苑ε面Absl.のCainをあげ ることができる。一だが,わ けて も,
見事に描 き尽 くざれ てい るのは,こ のH6ゴ6dで ある と指摘 するこ とは許
され るで あ ろ う。我 々は,た だ,:彼の迫力 に魅 せ られ るばか りであ る。
H.Cf盛gはmeterの 問題が ら論 じて,"YorkのHerodは 古 くか ら
Yorkにあ った作品 そのままで,1改作者 の手 を経 ておらず,Towneleyの
HerodはWake#ield-Masterの手によって改作 された ものである と断 じ
てい21'dが,それは内容 の面 から も肯定 され るこ とは,以 上に述 べ て 来 た
YorkとTowneleyのHerod像の違いに よ って 確 かめられるであろ う。
TheTowrieleyPlays中に見 られる幾人 かの個性 的 な主人公 や独特 の
dramaの展開,即 ち,必 ず しも聖書 の精神 を生 か していないで,自 由奔
放 に人物像 を作 り,story.をすすめて行 くや り方,そ の他,meterに関す
る実証的研究 の結果 な どか らい って,一 人 の才能 あ る,個 性 的 な 作 家 が
TheTowneleyPlaysのうちの幾 らかの作 品 を作 っだ のではないか とす
る考 え方 は,今 や,MysteryPlays研究者達のmし た見解であ る・そ
の個性 的な作家Wakefield-Masterと呼 ばれてい る 一 がわけて
も生 き生 き と描 きあげた代表作 として,こ の作 品を選 びたい ものである。
こ うして,The℃hesterPlaysの勇ま し くも強 くもあ りながら・悲劇
的 な死 を逐 げた王 と,TheTowneleyPlaysのち っぽ けな人間に過 ぎな
いなが ら,巧 みに権 力の座に あ り続け る強欲 な王 の不敵 な笑い とは,そ れ
ぞれ異 なった人物 像 なが ら,そ のいずれ もが,我 々人間 の真実の姿を描 い
た ものと して,時 代 を超 え,MysteryPlaysとい う枠 を超 えて,深 い感
動 を呼 ぶのである。
注
1'お そら く,1328年に上演 されたのが最初だ と考 えられてい る。 本論
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でtextと して使用す る もの は1600年頃校訂 され たと されてい る。
TheChesterPlaysはイギ リ・ズではおそ らく最 も古 いCorpus
ChristiPlayであろ うが,他 のMysteryPlaysが幾 たびか何人
かの手 によって校訂が加 えられ た り,書 きかえられた りして い るの
に比 して,余 り元の形 を失 わずに現在に至 ってい る。
2い つか ら上演 され始 めたか正確 なこ とはわか らない。一説 では1445
年 とされてい る。現存 してい るのは2篇 であ り,.E.E.T.S.に
は1534年に校訂 した ものを採用 してい る。
31328年頃が最初 の上演 であった とされている。E.E.T .S.で は
1583年に校訂 した ものを採用 している。
4York市 のす ぐ近 くのWakefieldでTheYorkPlaysをそっ く
り借 りて来て上演 したのが始 ま りである。1400年か ら1450年位 の間
の ことと考 えられ る。 であ筍か ら・最初 はTheYorkPlaysと全
く同一 の ものであった。 しか し,や がて,そ れ ぞれのcycleは別
々の道 を歩 み,多 くの変化 があって,逐 には異 なった もの となって
行 った。TheTowneleyplaysはお よそ三つの グループに分 ける
こ とが できる。一 つは,TheYorkPlaysのうちの或 る もの が,その
儘保存 されて残 った もの。別 の一つ は,Yorkにおいて もWakefield
に おい て も,別 々にそれ ぞれ がrevisionを受けて,お 互い に異 な
った もの となった場合。三つ 目は,Yorkで はその儘の形で保 存 さ
れ てい るのに・Wakefieldでだけ改作 された結果,お 互 いに異 な
った ものとなった場合。本論 で取扱 う作 品はこの例 であろ う。 そし
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